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はじめに
本稿は，広島県備後地方（県東部）に存在した，主に織布専業の機業家
から成る産地綿織物業の1920年代における実態の一部を，当地の代表的産
地問屋で機業家でもあった佐々木要右衛門家が残した一次資料に依拠して
明らかにする。
第一次大戦後のいわゆる戦間期の日本では長期不況を背景とした厳しい
産地間競争のなかで大多数の綿織物産地の綿布生産が停滞・衰退していく
反面で，著しい発展を遂げた少数の産地が，紡績企業や商社とあいまって
昭和恐慌（1930-31年）後における日本綿業の黄金時代を実現させた??。
戦間期にめざましい発展を遂げる綿織物産地は，(Ⅰ）日露戦後にいちは
やく工場化と力織機化を積極的に進め，戦間期に主な製品を内地向小幅白
木綿から広幅白綿布へ転換し，比較的規模の大きい工場で少品種の綿布を
大量生産しつつ生産高を伸ばしていった産地（大阪府の泉南・泉北，愛知
県の知多など）と，(Ⅱ）日露戦後ないし第一次大戦ブーム期以降，工場
化と力織機化を進め，内地向小幅縞木綿などの製織から輸出向先染加工綿
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｜ ｜広島県備後地方佐々木要右衛門家の事例 ｜ ｜
1）阿部武司『日本における産地綿織物業の展開』(東京大学出版会，1989年)，同「綿業―戦間
期における紡績企業の動向を中心に」(武田晴人編『日本産業発展のダイナミズム』，東京大
学出版会，1995年，第３章)。
布のような特殊な製品の生産に転じて，類型（Ⅰ）の諸産地に比べれば，
やや規模の小さい工場で，多品種の綿布を小量生産しつつ生産高を伸ばし
ていった産地（静岡県の遠州?浜松>，愛知県の東三河，兵庫県の播州
?西脇>，愛媛県の今治など）に大別される??が，輸出産地が多かった類型
（Ⅱ）のなかで備後は，学生服用の小倉生産の成功によって大をなした岡
山県の児島と井原とともに縞木綿・絣など内地向け綿布の生産で成功した
数少ない産地の１つとして注目される。
筆者は，数年前から山崎広明氏と共同でこの備後地方の佐々木要右衛門
商店の発達史を調査するようになり，その過程で備後綿織物業に関する多
数の資料を閲覧できた??。同家の事例にも言及しつつ戦間期における備後
綿織物業史の発展を論じた前稿??に引き続き，本稿では日本が経験した大
規模なバブル景気の１つであり，工業化の画期でもあった第一次大戦
（1914-1918年）直後における佐々木家の織物業の展開と，大戦中・後に同
家の工場で働いていた職工たちの実態につき考察する。
ここで佐々木家の沿革を必要な限りで要約しておこう。幕末に本屋等に
勤務するかたわら米・油の小売卸を営んでいた現広島県福山市新
しん
市
いち
町（戦
前は芦品郡網引村）宮内の佐々木与右衛門の息子，大五郎（兄）と要右衛
門（弟）は，1887（明治20）年頃（1880年頃という説もある）に佐々木兄
弟商会を設立し，当初は古着商，のちには藍仲買，藍玉製造，煙草仲買な
どを通じて蓄財して，1897年頃には備後産の縞・紺木綿の問屋業を始め，
1901年頃からは縞・紺木綿について農家賃
ちん
機
ばた
を利用した問屋制家内工業を
2）同左，『日本における産地綿織物業の展開』，47ページ。
3）既発表の研究成果は下記の通りである。阿部武司「戦前期備後綿織物業の展開―第一次世界
大戦期までの沿革」(徳永光俊・本多三郎編『経済史再考 日本経済史研究所開所70周年記
念論文集』思文閣出版，2003年)，同「戦間期・戦時期の広島県備後地方における繊維産業
の展開と佐々木要右衛門商店」(企業家研究フォーラム第１回全国大会自由論題報告，2003
年６月29日)，同「戦間期における備後綿織物業の展開」(『大阪大学経済学』第54巻３号，
2004年)，山崎広明「備後織物業史研究―佐々木要右衛門家事業の展開」(『企業家研究』創
刊号，2004年)。現，広島県福山市新市町宮内の佐々木被服有限会社には戦前期以来の佐々
木要右衛門商店関係の多数の文書が保存されている。
4）同上，阿部「戦間期における備後綿織物業の展開」。
334
営むようになった。1903-04年には紺屋を兼営するとともに，絣織物につ
いて自宅で絣の仕組みをして製織を外に依頼する「出し機」も行うように
なった。1908年に大五郎が亡くなったのちには要右衛門が単独で経営を引
き受けることとなり，佐々木兄弟商会を改称した佐々木商店は第一次大戦
直前には備後における代表的産地問屋の１つに成長していた。
要右衛門は第一次大戦中の1915（大正４）年に商屋の中に小幅力織機30
台を備えた機場（佐々木工場）を作り，縞・紺反の工場生産を開始し，
1919年の戦後ブーム期には，機場を商屋から近くの独立作業場に増築する
（恵比須工場，第二工場，池尻工場などと呼ばれた）してそこに小幅力織
機を70台設置し，２工場合計100台とした。佐々木家の事業は，のちにも
ふれるように1920年恐慌でかなりの打撃を蒙り，1920年代半ばにも工場を
一時休業し，操業再開後も織機の稼働率が７割にとどまったなどその後，
経営が順調であったとは言いがたいものの，同家は備後の産地問屋中，屈
指の地位を保持した。しかし，その後不況が慢性的に続く中で，市場拡大
の限界に逢着しつつある小幅綿織物の工場経営を続けるのは容易ではな
く，1929年から1930年にかけて佐々木家は深刻な経営危機に当面すること
になる??。
1 第一次大戦直後における綿糸の受払い
佐々木家の綿布生産活動の経年変化を探る資料として２冊の『綿糸受入
帳』が存在する。それらには綿布のデータ自体は収録されていないもの
の，その原料である綿糸に関しては佐々木家が受入れた綿糸の購入先と数
量，およびその払出し先と数量が，綿糸の番手ごとに日々記録されてい
る。綿糸の月間受入数量を示す表１によれば，第一次大戦後の好況末期の
1919年８月以後，不況が顕在化する1920年３月までの半年間あまりに綿糸
5）前掲，山崎「備後織物業史研究」。
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受入量は急増したのち，４月以降９月まで激減し，年末には回復してい
る。第一次大戦期以来の好況が，いわゆる1920年恐慌で崩落した周知の事
実が備後の一織物業者においても確認された。以後約８年間のデータは今
のところ見あたらないが，1920年代末から1930年代に関しては再び同様の
データが得られる。それらもあわせて四半期別に取りまとめた表２によれ
ば，戦後ブーム期の綿糸受入量が，その後の数値に比べて桁違いに大量で
あった事実が明白である。同表では1929年から1930年にかけての受入量が
極端に少ないが，それらは先にふれたこの時期の経営危機の深刻化を反映
している。しかし，その後の1931年以降の四半期別受入量中でも最大の
1932年第１四半期（１-３月）の5,660丸は1919年第４四半期16,105丸，翌
年第１四半期36,340丸には及ばず，景況がすでに悪化していた1920年の第
２四半期15,730丸および第４四半期7,435丸と比べても少なかった。以上
表１ 佐々木要右衛門商店の月別綿糸受入数量
（単位：丸）
(出所）『大正?年度・綿糸受払帳・佐々木商店綿糸部』(佐々木被服
有限会社所蔵）
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表２ 佐々木要右衛門商店の四半期別綿糸受入数量
（単位：丸）
(出所）『大正?年度・綿糸受払帳・佐々木商店綿糸部』および『昭和四
年一月・綿糸受払』(ともに佐々木被服有限会社所蔵）
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より第一次大戦後の好況が佐々木家の躍進をもたらした反面，昭和恐慌が
同家に残した傷跡が深かった事実が確認された。
表１に戻れば，第一次大戦直後に佐々木家が受入れた綿糸は左撚り20番
手が最も多く，右撚り16番手と30番手がそれに次ぎ，表には記されていな
いが，少量の12番手，42番手，60番手の綿糸が購入されていた。綿糸受入
先を示す表３に目を転ずれば，20番手の場合，計38人の名があがってい
る。例えば1934年の20番手綿糸の受入先がわずか６人であった??ことを想
起すれば，大戦直後には多数の商人から綿糸が購入されていたといいうる
が，購入量の９割余りは上位15人から受入れられており，最上位を占めて
いた福山市の小野善吉と阪本政七，岡山市の豊崎商店など比較的近隣に存
在する綿糸問屋や機業家からの購入がとくに多かった??が，第６位竹中商
店，第10位伊藤忠商店，第11位田附商店など大阪市本町周辺のいわゆる船
6）前掲，阿部「戦間期における備後綿織物業の展開」，371ページ。
7）小野と豊崎については同上，369ページ，阪本に関しては前掲，阿部「戦前期備後綿織物業
の展開」，383ページを参照。
表３ 佐々木要右衛門商店の綿糸受入先
（単位：丸）
(出所）『大正?年度・綿糸受払帳・佐々木商店綿糸部』(佐々木被服有限会社所蔵）
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場に拠点を持つ最大手の綿糸商の名が散見されるのも興味深い。表３の16
番手綿糸の受入先についても20番手の場合と類似の事実が見受けられる。
なお20番手，16番手とも一宮織布会社の名が見出されるが，これは佐々木
商店が立地していた宮内に存在する織物工場であった??。
佐々木商店は1920年恐慌期の綿糸価格の暴落により，戦後ブーム期以来
行っていた投機的な綿糸の先物取引から表４に示されている損失を蒙って
いた。同表に登場する取引先中，福原商店と奥田商店は表３に現れる福原
寅蔵と奥田商店と見られる。○出は新市の著名な織物業者出原商店??と推察
され，共立殖産会社も新市の企業であった。これらの企業の実態は不明で
あるが，第一次大戦中・後の好況期に広く行われていたといわれる綿糸の
投機的な先物売買が備後周辺の地方においてもなされていた事実がうかが
われて興味深い???。
なお佐々木商店は，野宗商店との取引で巨額の利益を出し，他方で差額
（値
ね
合
あい
金
きん
）の33-47％が切捨てられたことにより，実際の支払額はさほど多
額ではなくてすんだ。損金は９，10，11の各月に分割払いで収められ，決
済期日の９月を過ぎた支払いには利子が課せられていた???。
さて，『大正?年度綿糸受払帳』からは，以上のルートで入手した綿糸
を佐々木商店が，自ら経営する２つの工場のみならず他の工場や個人に払
出していたことも判明する。表３と同様に20番手と16番手の綿糸について
払出先を集計した表5によれば，まず払出先総数が２種の綿糸とも120人以
上と多数である点が注目される。それらの内には同一の人物などの重複分
が含まれる可能性はあるが，ともあれ後の1929，31，34，37年の各年次の
うち払出先の数が最も多かった1931年に20番手綿糸が39人，16番手綿糸が
28人に払出されていた???のに比べれば，大戦直後の払出先は非常に多かっ
8）後述の『職工解雇名簿』で確認。
9）前掲，阿部「戦間期における備後綿織物業の展開」，380ページを参照。
10）筆者は以前に，大阪府泉南地方の帯谷商店について同様の事実を紹介した。前掲，阿部『日
本における産地綿織物業の展開』，第３章を参照。
11）?大正九年七九十先・仲間糸計算帳・九月拾五日決定」。
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たといいうる。これらの払出先に関する調査は今後の課題である。表示の
個人の大部分は近隣で織物業を営む家内工業であったとみられるが，前記
の一宮織布会社のような織物工場も含まれていた。おそらくは小規模なこ
(注) 1920年７月，９月，10月の綿糸先物に関する仲間取引の９月15日における決算。
(出所) ?大正九年七九十先・仲間糸計算帳・九月拾五日決定」(佐々木被服有限会社所蔵）
表４ 1920年恐慌下における佐々木要右衛門商店の綿糸先物取引
（単位：円）
表５ 佐々木要右衛門商店の綿糸払出先
（単位：丸）
(出所）『大正?年度・綿糸受払帳・佐々木商店綿糸部』(佐々木被服有限会社所蔵）
(注) ゴチックは佐々木家関係の企業。
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れらの企業が，佐々木商店の賃
ちん
織
おり
（佐々木商店が供給する綿糸で綿布を織
り，工賃と引換えにそれを佐々木商店に引き渡す織物工場）や農家賃機
（賃織と同様の取引を行う家内工業）であったのか，あるいは佐々木家か
ら綿糸をたんに購入していたにすぎないのかは今のところ不明である。
1920年代末および1930年代と同じく???第一次大戦直後にも，佐々木家が
購入した綿糸の一部は，自ら経営する２つの工場や青染部などに向けられ
ていたが，払出総量中のその比率は表５に示した通り，20番手綿糸で29
％，16番手綿糸で12％であった。この事実も考慮すれば，大戦直後の佐々
木家は綿布製造以上に近隣の小規模機業家への綿糸受渡しに力を注いでい
たといいうるであろう。戦前期日本の各地には，佐々木家のように製造業
も行いつつ，より多くの経営資源を商業に投じる問屋が多数存在したので
ある。
なお表５に関しては，表３と同じく，竹中商店および伊藤忠商店という
大阪船場に拠点を持つ著名な綿糸問屋の名が見受けられ，とくに竹中商店
への払出量が多かった点が注目されるが，その含意は不明である。
2 第一次大戦中・後における佐々木工場の職工たち
佐々木家資料中には第一次大戦中から戦後にかけて作成された『職工解
雇名簿』が残されている。佐々木工場が1915年10月から1927年１月までに
採用し，1921年１月から1927年４月までに解雇した職工222人???に関する，
この資料から得られる主要な情報を紹介しよう。
?男女の割合>計222人中，男子は52人で，女子が圧倒的に多かったが，
この点は織物工場では通常のことであった。
?生年>職工の生年のレンジは1858年から1912年までの50年余りにわた
12）前掲，阿部「戦間期における備後綿織物業の展開」，372ページ。
13）同上，369-373ページ。
14）延べ256人から重複，すなわち以前に記録を残した職工が２度，３度と改めて雇用されるケ
ースを整理した人数。さらに３人が重複している可能性があるが，それは無視した。
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っていたが，第一次大戦中・後には幕末生まれの者が60歳前後で，明治末
年ないし大正初年生まれの者が幼年工として，それぞれ働いていたのであ
る。
?出身地>ほぼ出生地とみなしうる本籍地では，工場の存在した広島県
芦品郡網
あ
引
びき
村宮内の113人が過半を占め，網引村を除く芦品郡30人，宮内
を除く網引村と広島県深安郡とがそれぞれ22人，以上計187人（84.2％）
と，工場周辺で生まれ育った従業員が圧倒的に多かった。他は広島県御調
郡６人，笠岡町を含む岡山県小田郡５人，広島県の神石，豊田，沼隈の３
郡と岡山県の浅口，阿哲両郡が各３人，広島県甲奴郡と香川県綾歌郡がそ
れぞれ２人，広島県加茂郡，岡山県の岡山市と邑久郡，兵庫県印南郡およ
び大阪府大阪市東区が，それぞれ１人であった。
?現住所>職工の現住所では，佐々木工場寄宿舎23人，宮内118番地恵比
須織物工場寄宿舎22人，佐々木太物店内１人，その他の宮内在住138人，
以上計184人で総計の82.9％に及び，他は宮内以外の芦品郡網引村（上安
井，下安井，連下，川下）26人，その他の芦品郡計12人（戸手村４，新市
町３，国府村２府中町・村・栗生常金丸村が各１人）であった。
?学歴>職工の学歴では，尋常小学校卒業136人が最も多かったものの，
不明が71人に上った。これらのうち40人が1890年以前生まれであることか
らみて，中高年者には尋常小学校の課程を満足に終えていない者が少なく
なかった事実がうかがわれる。その他は高等小学校卒業９人，高等小学校
中途退学５人，農業補習学校卒業１人と少なかった。
?前職>小学校卒業後，直ちに佐々木工場で働くことになった者は除き，
同工場で雇用される以前に別の仕事に従事していた職工の前職に目を転ず
れば，織物工場勤務32人，農業28人，家事手伝い25人，家内工業として営
まれる賃機などの織物業18人が主な職種であり，織物会社勤務，工場勤
務，染色工場，タオル工場，紡績会社に勤務していた各２人が続き，糸取
内職，染料会社勤務，海軍工廠勤務，会社勤務，生糸製糸業，裁判所勤
務，石油発動機機関手，染色業，他家家事手伝い，糸つなぎ業がそれぞれ
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１人であった。多彩ではあるものの，前職が判明する129人中，染色も含
めて繊維関連が少なくとも約半数の63人を占めていた。それとともに，農
業や家事手伝いも多く，第一次大戦中後にあっても備後地方付近が農業の
支配的な社会であり，近代産業関連の雇用機会はさほど多くなかった事実
がうかがわれる。なお，この資料に収録される以前に佐々木工場に勤めた
経験のある職工が５人，姉妹工場である恵比須工場（第二工場）に勤務し
たことがある者が32人存在した。
?採用と解雇>資料には採用および解雇のそれぞれの年月日が明記され
ている。後述の通り，職工たちは再雇用をしばしば繰り返していたが，最
初の採用と解雇に関してみれば，生年から推計した職工の平均年齢は満
28.9歳であった。そして222人（うち２人は年齢不詳）中，14歳以下の幼
年工が約３分の１の69人も存在した。他方30歳以上の中高年の従業員は43
人であったが，50歳代は７人，60歳代は２人にすぎなかった。個々人の雇
用月数を求めた上で平均勤続月数を算出すれば17.3か月であった。数か月
程度の短期間の雇用が通常ではなかったが，さりとて長期雇用とは言いが
たい。
第２回以降の採用と解雇に関する該当職工数と平均雇用月数は，第２
回，57人，12.1か月，第３回，12人，7.1か月，第４回，１人，7.0か月
と，人数，月数ともに減少していた。件数からみて４人に１人が２度目の
再雇用を経験していたものの，３回目の雇用は例外的となり，４回目に至
ってはわずか１度の事例があったのみである。しかし，同じ職工が一見し
たところ，佐々木工場を出たり，そこへ戻ったりしていた事実は興味深
い。最多の４回も出入りを繰り返した男性の事例を紹介すれば，1898年に
宮内に近い芦品郡網引村字下安井で生まれ，判明する限り，その後同地を
離れなかった。品治高等小学校を卒業後，家事手伝いを経て恵比須織物工
場に勤務し，1919年４月から21年10月まで佐々木工場，21年10月から22年
５月まで恵比須工場，22年５-９月に佐々木工場，同年９月には恵比須工
場，1922年10月から23年１月まで佐々木工場，その後数ヶ月間恵比須工
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場，23年４月以降佐々木工場にそれぞれ勤務していたが，10月に「本人ノ
願ニ依リ解雇」となった。この人物の場合，少なくとも満21歳の1919年４
月から25歳の1923年10月までの55か月（４年７か月）間，以前の恵比須工
場勤務を加算すれば，さらに長期間，佐々木要右衛門商店が営む２つの工
場のいずれかに勤めていたのである。
２回以上勤務した57人の第一回目の解雇理由は解雇願いの提出31人，恵
比須工場への配転22人，家事上の都合２人，佐々木商店青染部への配転１
人，不明１人であった。職工が家事上の都合などによりいったんやめたの
ち，数か月ないし数年後に復職する事例が過半を占めているものの，佐々
木家事業内での配転による形式的な「解雇」もかなり存在したのであり，
その場合，勤続期間は実際には上記よりもさらに長かったといいうる。
なお，全ての解雇理由を集計すれば，本人の解雇願または申し出による
解雇179件が最多で，恵比須織物工場（第二工場または池尻工場とも記さ
れている）がそれに次いで多く60件，家事の都合が６件，親の願いが３
件，姉の願いが２件，?一宮織布工場ヘ派遣，仝日解雇ス」，?帰郷ニ付
（中略―引用者）解雇ス」，?都合ニ依リ解雇ス。但本店ヘ使用，青染部」
が各１件，不明７件であった。
?その他>姉妹あるいは母娘とみられるケースも散見される。また，備
後地方の一部で芦品郡に隣接する深安郡の大津野村出身で1899年から1909
年までに生まれた女子11名は，同郷の友人として一丸となって行動してい
た点で興味深い。彼女等全員は，福山市○ヨ織布（福山織物）工場に勤務し
たのち1922年６月23日から佐々木工場で雇われ，恵比須織物工場寄宿舎に
居住していたが，１か月後の７月22日に「願ニ依リ解雇」された。
〔補論〕佐々木要右衛門商店の店員規則
以上は佐々木工場で働く職工（ブルーカラー）に関する説明であるが，
問屋である佐々木要右衛門商店にはホワイトカラーである店員が，幼少の
時から住み込みで働き，一人前になると，日給制であった職工とは異なっ
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て月給を得ていた。以下に掲げるのは佐々木家文書に含まれている店員規
則である。佐々木商店は第一次大戦前より，近隣のみならず山陽・四国・
山陰などの各地に織物を出張販売していた???が，以下の規則ではその点へ
の言及が多数見られる。また，店員の年俸は330日勤務を基準に設定され
ていたが，そうだとすれば盆暮の休みに加えて毎月２日程度の休日があっ
たことになる。販売価格が相場表によって標準化され恣意的な価格設定が
排除されていることや，店員の内職が禁じられていることも興味深い。
?佐々木商店々員則
一，本店々員ハ精心誠意主人及長上者ノ命ニ従ヒ店則ヲ守リ決シテ違背
ス可カラズ。
一，店員ハ質素ヲ旨トシ徒ラニ容姿ノ美ヲ貪ル可カラズ。頭髪ハ可成五
分刈トシ油及香料ノ使用ハ絶対之レヲ禁ズ。
一，店員ニシテ未成年者ノ衣服ハ総テ綿布類トス。絹布，毛織物ノ着用
ハ絶対之レヲ禁ズ。
一，店員ハ勇気ヲ満々タラシムルノ目的ヲ以テ必ズ褌ヲ着用ス可シ。
一，本店ノ給料ハ年俸トス。但シ毎年之レヲ決定ス。
一，年俸ハ壹ケ年参百参拾日以上勤務ヲ以テス。若シ勤務日数規定ニ不
足ヲ生ジタル場合ハ右ノ割合ヲ以テ扣除ス。
一，本店ヘ拾ケ年勤続者ニハ加俸五拾円ヲ支給ス。以上壹ケ年ヲ増ス毎
ニ金拾円ヲ増シ壹百五拾円ヲ限度トス。
一，年俸ハ之レヲ月割トシ（毎月二十三日ヨリ翌月二十二日迄）毎月二
十三日之レヲ支給ス。月割トシテ端数ヲ生ズル時ハ年末之レヲ支給
ス。
一，加俸ハ其ノ年ノ旧年末ニ支給ス。
一，勤務中業務ノ為メ発シタル疾病又ハ兵役ノ義務者ニシテ予後備勤務
15）この点に関する詳細な検討は今後の課題である。
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演習簡閲点呼等ニ係ル休業ニ対シテハ給料定額ノ日割ノ半額ヲ支給
ス。
一，店内ニテノ販売ハ店主及柳田，水田又ハ特ニ指定セラレタルモノ以
外ハ販売スル事ヲ得ズ。
一，行商員ハ毎年決定シタル行商区域ヲ行商ス可シ。但シ殊ニ指定シタ
ル時ハ此ノ限リニアラズ。
一，販売価格ハ総テ相場表ニ依ル可シ。
一，行商員ハ常ニ得意先ノ財産状態ニ注意シ，財産不安ト認ムル時ハ直
チニ店主ニ報告シ処善ニ務ム可シ。
一，行商先ノ取引ハ総テ二ケ月以内トス。但シ店主ノ許可アルトキハ三
ケ月迄トス。三ケ月以上ハ絶対取引ヲ中止ス可シ。
一，行商中ハ二日間ニ一度ハ必ズ相場問合セノ打電ス可シ。
一，行商得意先ノ手形，小切手ヲ不渡セシ先方ハ店主ノ許可アルニ非ラ
ザレバ取引スル事ヲ得ズ。若シ無断ニテ取引セル場合ノ損失ハ販売
者ノ負担トス。
一，行商員ハ得意先ヘノ宿泊ハ之レヲ禁ズ。若シ宿泊シタル店ニ於テ生
ジタル損害ハ宿泊者ノ負担トス。但シ境町大森茂商店ハ此ノ限ニア
ラズ。
一，店員ハ内職スル事ハ堅ク禁ズ。若シ行商先ニ於テ他店及自己商品ヲ
販売シタル時ハ一ケ年分ノ俸給支給ヲ停止ス。
一，行商手当ハ別ニ定メタル規定ニ依リ支給ス。但シ車馬賃及通信費ハ
実費ヲ給ス。
大正十一年一月決定
大正十三年四月追加決定
大正十四年一月追加決定
店主 佐々木要右衛門」
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結語
以上より，備後地方の問屋兼機業家，佐々木要右衛門家が第一次大戦直
後に大量の綿糸を，比較的近隣の地方綿糸商や大阪市船場の綿糸商などの
多数の商人から購入し，その一部を自らが経営する２つの工場などで自家
消費しつつ，大半を近隣の小規模な織物業者に供給していたこと，1920年
恐慌前後，佐々木家も含む地方商人たちが投機的な綿糸の先物取引を行っ
ていたこと，大戦中・後に佐々木工場で働く女子を中心とした職工たちの
多くが，佐々木工場附近で生まれ育った尋常小学校卒の若者たちであった
こと，第一次大戦中・後にあっても近代産業関連の雇用機会が少ない農村
社会であった備後地方で佐々木工場が重要な働き口となっていたこと，
佐々木家の２工場の間を移動する者が多かったことなどが明らかになっ
た。
佐々木家関連以外にも存在するであろう資料の発掘をさらに進め，実態
が必ずしも十分に解明されていない第一次大戦中・後の地方企業家の活動
を今後いっそう明らかにしていくことは有益であろう。
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 A Local Cloth Weaver and its Workers during and after
 
the First World War
―The Case of Yoemon Sasaki Shoten in the Bingo Region
 
of Hiroshima Prefecture―
Takeshi ABE
《Abstract》
The purpose of this article is to scrutinize the entrepreneurial activ-
ities of a cotton cloth weaver,Yoemon Sasaki Shoten, in the Bingo
 
region of Hiroshima Prefecture (an eastern part of the prefecture)
during and after the First World War,and to analyze the behavior of
 
its workers.
Sasaki Shoten,which was not only a manufacturer but also a mer-
chant,procured much of its cotton yarn from quite a few merchants at
 
the local area and in the city of Osaka.A part of the yarn thus acquired
 
was sent to two weaving sheds of its own,while the rest was sold to
 
small weavers in its neighborhood.Around the depression of 1920,some
 
local merchants in the region, including Sasaki Shoten, speculatively
 
engaged in the future trading of cotton yarn.
The workers of the Sasaki Weaving Factory were mainly female,
most of whom had grown up near the shed and completed primary
 
education at best. In the agricultural society,where opportunities for
 
employment in modern business enterprises were scarce, the Sasaki
 
Weaving Factory was an important working place for the local people.
There was relatively high worker mobility between Sasaki’s two
 
weaving sheds.
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